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研究成果の概要（和文）：従来の言語教育とは異なり、地域貢献に志向した課題解決型教育を実施することで、
言語を道具として使用し、グローバルコミュニティで必要とされる21世紀型スキルを備えた人材が育成されると
考える。本研究では、地域、産学連携型プロジェクト活動を効果的に行うために参加者が必要とされるスキルを
抽出した。それを基に21世紀スキルの獲得に必要な外国語教育とはどのようなものかを考察し、カリキュラムに
取り入れるための効果的な指導方法と総合的能力評価の評価方法を検討した。

研究成果の概要（英文）：Unlike conventional language education, we believe that a project-based 
approach oriented toward regional contribution will more effectively foster individuals who can use 
language as a tool and possess the 21st century skills needed in the global community. In this 
study, we extracted the skills that participants need to effectively carry out regional, 
industry-academia collaborative projects, clarified what kind of foreign language education is 
necessary to acquire 21st century skills, and examined effective teaching and evaluation methods for
 comprehensive ability assessment in order to incorporate them into the curriculum. The study 
examined effective teaching methods and evaluation methods for comprehensive ability assessment in 
order to incorporate them into the curriculum. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
PBLについては各大学が教育方法として取り入れているが、地域連携型を主体とし、外国語教育で取り入れてい
るPBLの事例はない。よって、新しい外国語教育カリキュラムの構築に大きく貢献できる。理系の専門分野を学
ぶ大学生に、地域貢献を通してグローバル社会をつくる一端を担わせる試みで得た知見やプロジェクトに必要な
スキルのデータは、学生が将来グローバル人材として活躍するための外国語習得に必要なスキルの解明につなが
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 情報技術がめまぐるしく発展している今日、21 世紀を生きる上で必要な能力が 21 世紀型スキ
ルといわれている。2015 年の World Economic Forum では、3 領域 16 スキルが提唱されている。
3 領域とは、(1) リテラシー、(2) 複雑な問題を解決する能力、(3) 性格・資質である。問題を解
決する能力は、高度の思考力・問題解決能力、創造性、コミュニケーション能力、協働力のスキ
ルから成る (World Economic Forum 2015)。 
 これらのスキル習得に効果的な教育方法として、課題解決型教育があげられる。問題解決型教
育は、医学、工学などの専門分野から始まり、近年では、課題解決型（Project Based Learning，
以下 PBL)として他分野でも広く実施され、その効果が報告されている (Donnelly & Fitzmaurice 
2005; Beckett 2002）。しかし、PBL の事例を見ると、専門教育の枠内で実施されているものが多
く、外国語教育に取り入れたものは非常に少ない (Donnelly & Fitzmaurice 2005; Beckett 2002）。 
 研究代表者らは、現在 PBL を取り入れた地域連携型プロジェクトをパイロット的に実施して
いる（藤井他 2018）。グローバル化する地域社会の中で起こる問題を学生たちが調査・発見し、
地域住民の意見を聞きながら解決策を見出し提案する活動である。従来の言語教育とは異なり、
課題解決型教育を実施することで、言語を道具として使用し、グローバルコミュニティで必要と
される 21 世紀型スキルを備えた人材が育成されると考える。 
 本研究では、プロジェクトを通しての学びを目指す PBL と、地域社会への貢献に焦点を当て
る地域連携活動を組み合わせることで、課題解決に必要な外国語と 21 世紀型スキルを抽出する。
更に、外国語での地域連携型 PBL 活動をカリキュラムとして正課科目に取り入るための指導方
法と、その総合的能力評価の方法を検討する。総合的評価の一部としては、プロジェクト遂行ス
キルと外国語運用スキルの両方を測れる評価ルーブリックを立案する。ルーブリックは、学生の
目標設定を明確にすると共に自らの活動への関わりや限界を可視化でき、PBL 活動の過程を把
握するのに役立つ (CARLA 2016)と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地域連携型プロジェクト活動を効果的に行うために参加者が必要とされるスキ
ルを抽出し、それを基に 21 世紀スキルの獲得に必要な外国語教育とはどのようなものかを明ら
かにし、カリキュラムに取り入れるための効果的な指導方法と総合的能力評価の評価方法を検
討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、二つのフェーズからなる：(1)地域連携型問題解決プロジェクトを実施 (2)参加者に
よる活動の「振り返り」（内省）データをアンケート方式で得る。総合的能力評価を「プロジェ
クト遂行スキル」と「外国語運用能力スキル」に分け、それぞれどのようなスキルが求められて
いるのかを明らかにする。 
 地域連携型課題解決型プロジェクトを英語科目で実施し、研究者らがファシリテーターとし
てプロジェクト活動を監督し、参与観察を行う。以下に授業進行予定を示す。 
① プロジェクトの概要、目的、おおよその計画を学生に説明する。 
② デザイン思考の講義と実践 
③ 学生は地域にみられる問題を発見するため、英語の質問表を作成して地域に出向いて英

語でインタビューをして情報を集める。 
④ 情報をもとに分類表を作成し、地域の問題点、課題を書きだし、分析する。 
⑤ 課題解決のための話し合いをして解決策を提案。 
⑥ プロトタイプを製作する。 
⑦ プロトタイプに対するフィードバックを受けて改善する。 
⑧ 完成した成果物を届ける。 

上記活動実施後、参加者に活動においての言語スキルや異文化理解に関しての自己評価データ
をアンケート形式で収集する。詳しく聞きたい箇所やあいまいな箇所を後日フォローアップイ
ンタビューで質問する。収集したデータと研究者の観察をもとに、プロジェクト活動と言語学習
の二つの面に分けてコーディングを行い分析し、参加者がどのような過程を経て地域連携型課
題解決のスキルと言語スキルを獲得していくのかを考察する。 
 
４．研究成果 
（１）地域連携型課題解決プロジェクトのカリキュラム開発 
 2017 年度より正課科目で地域連携型課題解決型プロジェクトを実施してカリキュラムの開発
を図った。PBL を授業に取り入れるために課題解決の手法としてデザイン思考 (Kelley & Kelley 
2013)を取り入れた。デザイン思考は、さまざまな分野のメンバーが調査やインタビューを通じ
てユーザーや顧客に共感し、問題を発見し、、一人ひとりの意見を融合させて解決策を提案する



 

 

課題解決の手法である。 
 デザイン思考を用いた PBL 型授業のスケジュールと活動内容を表１に示す。 
 

表１ デザイン思考を用いた PBL 型授業スケジュール 
 デザイン思考のプロセス 活動内容 
第 1週 デザイン思考ワークショップ 目的を共有し、概要と方法を学ぶ 
第 2週〜 
第 7週 

共感（Empathize） トピック選定、情報収集 
外国住民へのインタビュー実施 

第 8週 中間報告 プレゼンテーション：進捗報告 
第 9週 明確化（Define） データ分析、問題定義 
第 10週 概念化（Ideate） 解決策検討 
第 11週〜 
第 13週 

試作（Prototype） 
試行（Test） 

プロトタイプ作製 
フィードバック収集 

第 14週 最終報告 プレゼンテーション：成果報告 
成果物提出 

第 15週 まとめ 振り返り 
 
 PBL 型授業内で実施した学生による成果物としては、大学所在地の定期健康診査、新設図書館
の利用案内、市内のスイーツ店案内、新設の市公民館・市民活動センターの案内、市民相談窓口
案内などの英語版などが挙げられる。また、外国人向け医療期間案内チャットボットや日本語学
習アプリの開発も実施した。作製した成果物は市と大学のホームページに掲載して誰でもダウ
ンロードできるようにした。 
https://www.city.nonoichi.lg.jp/soshiki/10/18878.html 
https://www.kanazawa-it.ac.jp/prj/prj-chiiki_renkei/prj-renkei_nono_english/index.html 
 
（２）内省調査 
 参加者からは、活動においての言語スキルや異文化理解に関しての自己評価データをアンケ
ート形式で実施し、84 名からデータを収集した。その結果、言語スキルにおいては、文法や単
語など単一的なスキルではなく、相手の言っていること注意深く聞き取る力や相手の発話に対
して的確に返答する会話力、積極性などのコミュニケーションスキルが必要なことが明らかに
なった。言語スキル以外では、非言語スキル、アイコンタクトやジェスチャー、さらに異文化理
解力が必要だと感じているとみられた。また、課題解決に関しては、情報収集や調査力、リーダ
ーシップや協調性に加えて、共感力が重要であることが判明した。 
 これらの結果をもとに、留学生を対象にプロジェクトを進めた参加者にデザイン思考のプロ
セスにおいて留学生に対してどのように共感したかを調べた。参加者 7名にそれぞれ 30 分程度
の半構造インタビューを日本語で実施してその内省をテーマティック分析した。その結果、参加
者は留学生へのインタビュー活動を英語で行うことが困難で共感を得るための情報が十分に得
られなかったことがわかった。しかし、聞き取った情報をもとに問題点を抽出して、参加者自身
の問題と置き換えたり、自身の体験を反映させたりしながら解決方法を導き出していたことが
明らかになった。インタビュー結果からは、活動を通して、相手を理解し、共感するための道具
として外国語を使い、言語ストラテジーを身につける機会を得たと言える。 
 以上の結果と研究者の観察をもとに、参加者がどのような過程を経て地域連携型課題解決の
スキルと言語スキルを獲得していくのかを考察し総合的評価の方法を検討した。 
 
（３）今後の課題 
 本研究では 2020 年度に最後の自己評価データを収集する予定であった。しかし、新型コロナ
感染拡大防止対策として授業をオンライン実施せざるを得なくなった。2020 年度と 2021 年度の
データは収集したが同条件下ではないため今回の分析には含めていない。今後はオンラインで
の PBL 活動で必要とされるスキルも抽出し、対面による活動との違いなどを分析していきたい。 
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